
北川精機株式会社の事業適応計画のポイント

• 当社は、プリント基板プレス装置を製造する工場で使用している空調設備を高効率なものへと更新し、工場の稼働に伴って
排出されるCO2を減少させ、炭素生産性を向上させていきます。

2022年2月10日

１．事業適応計画の実施期間
２０２２年２月～２０２３年３月

２．生産性向上目標
２０２２年度までに炭素生産性を４７．０％向上させ
ていきます。

３．前向きな取組の内容
プリント基板プレス装置を製造する工場で使用している空調
設備を高効率なものへと更新していきます。また、集中コント
ローラーを導入し、空調運用の最適化も実施していきます
これにより、工場の稼働に伴って排出されるCO2を減少させ、
会社全体の炭素生産性を４７．０％向上させていきます。

４．支援措置
税制措置（カーボンニュートラルに向けた投資促進税制）

＜取組の内容のイメージ＞＜事業適応計画の概要＞

空調設備を高効率なものへ更新する工場の外観
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